












要約:周産期医学の進歩により胎児期の疾患診断が可能となり胎児から新生児へと一環し

た治療が行なわれつつある。新生児外科疾患も超音波検査の向上により胎児診断がなされ

る例が増加しそれまで出生後の早期診断、治療が行なわれてきた症例も胎児期から一環し

た治療が行ないうるように変りつつある。胎児診断における利点も多く、終極的に手術成

績向上につながることも期待されこの研究の目的もそこにある。本年度は出生前診断の現

況とその問題点を知る目的で多くの研究協力者を得て行なわれた。 


